
8月のTLG

国内において、感染者の把握では全数把握の見直しも議論されていますが、

世界では全数把握を行っていない国が多く、また把握自体を止めた国もあります

新型コロナウイルスはCOVID-19と表記されるように２０１９年の１２月、中国湖北省武漢で原因不明の集団肺炎

が発端で、その後全世界に広がり、今も感染が続いている伝染病です。数字が把握されている範囲で、世界で

６億人全世界の人口の１０人に一人の割合で感染していることになります。日本でももうすぐ累計感染者数が

２０００万人に達し、６人に一人の感染者という高い割合での感染という状況です。この「ルミナス通信：TLGの今」

では２０２０年２月に最初のコロナ関連記事で各拠点の対応を報告しましたが、当時はまだ穏やかな感染状況で、

広州ルミナスへマスクの支援を行っている程度の記事で、まさかここまで国内感染が広がるとは思いもよりませ

んでした。

ただ、ワクチン等の医療対応も格段に進化し、またウイルス自体も変化をして、致死率も当初は４％もあったが

最近は０．２%と１０００人に２人という割合に下がりました。０．２％というのは決して低い数字ではありませんが

インフルエンザが０．１％と言われていますので、ほぼ似たレベルと言えます。しかも基礎疾患を持つ高齢者を

中心に死に至るケースが多いという状況です。ただここで注意しなければいけないことは、感染経験者の体験談

によると、軽い後遺症が残るケースがあるという事です。ちょっとした咳や疲れやすいなどの症状が以前より多く

なったという報告を聞きます。若干とも肺に関する障害が残ることもあるようなので、ここは完全な回復に努める

必要があります。

感染の発端から２年半が経ちます。「ウイズコロナ」や「アフターコロナ」という言葉も聞かれなくなるほど、私たち

はその真っただ中にいます。この間、当社を取り巻く事業環境は激変し、これまでのビジネスモデルでは全く

通用しない世界になりました。大手資本が若い技術者でビジネスを創造していく中で、弱小ではありながらも

高い志を持つ私たちは社のモットーである「変わる勇気、変える努力」を心に刻み、コロナ禍の激変するビジネス

環境で果敢に、かつ柔軟に対応して行かねばなりません。「ピンチをチャンスに変えて」という事が今ほど必要

な時はないと感じます。

８月１１日 ９月６日

コロナ関連 継続報告



コロナの落ち着きと歩調を合わせる

ように、米国でのガソリン価格は

沈静化の方向にあるようです。

半年前に比べると１ガロン（3.78L)

あたり約１.０ドル（比較するスタンドによ

り異なりますが）安くなってきました。

率にして▲２０％ですからインパクト

あります。とはいっても １ガロン２ドル

（￥６０/L）というのが常識的なガソリン

価格水準なのでまだまだ高いのです。

次回は 米国と韓国のハンバーガーの

価格比較などで、各国のインフレ状況

の調査をしてみます。

７月に続き８月もまた暑い日が続いています

当社８階から見た東京のシンボル

スカイツリー

３月のガソリン価格 ８月のガソリン価格

暑さに負けないすくっと
そびえるスカイツリーは
たくましいですね。！

雨の後の虹

本当に何か良いことが

ありそうな予感がします。


